
 

第１問 

(１) 20250  (２) 𝑥 = 3  (３) 505  (４) 𝑛 = 9  (５) 34 桁・最高位の次数６ 

 

第２問 

(１)   In  (２) 
n−1

n
In  (３) 

𝜋

2(2𝑛+1)
  (４) 

𝜋

4
  (５) 

1

𝜋
 

 

第３問 

(１) 

直線𝑙：𝑦 = 𝑎𝑥 − 2√𝑎  点 P：(
3

√𝑎 
 , √𝑎)  点 Q：(

1

√𝑎 
 , −√𝑎) 

(２) 

𝑃𝑄̅̅ ̅̅ = 2√𝑎 +
1

𝑎
  𝑑 = 2√2  𝑎 = 1 

 

第４問 

(１) 
1

5
  (２) 

4

25
  (３) 

16

125
  (４) 

64

125
  (５) 

20

61
 

  



 

 

【講師】 

１ 小問集合 

（１）数列の和 

 不等式の表す領域に含まれる格子点の個数の問題。内容・計算とも基本レベル。 

（２）指数関数 

 指数方程式の問題。 内容・計算とも基本レベル 

（３）整数の性質 

 階乗で表される数の素因数分解についての典型問題 

（４）データの分析 

 分散をテーマとした計算問題 

（５）対数関数 

 常用対数の応用、桁数についての基本問題。 

２ 数学Ⅲ 積分 

ウォリスの公式をテーマとした問題群。（４）まではできれば取りたい。 

３ 数学Ⅲ 微分 

共通接線をテーマとした問題で内容・計算とも標準レベルとなっている。 

４ 数学 A 確率 

条件つき確率の問題。内容・計算とも昨年よりかなりやさしいもので完答しやすい。 

 

試験内容は昨年よりかなりやさしいものとなっていた。本年度の小問集合は内容・計算とも基本レベルのものと

なっていて、できれば５題中４題は取りたい。全体で 7 割は欲しい。 

 


